
はぐくみ
支
さ さ

え合
あ

うまち・京
きょう

都
と

ほほえみプラン

わかりやすい版
ば ん

このわかりやすい版
ばん

は，「はぐくみ支
ささ

え合
あ

うまち・京
きょう

都
と

ほほえみプラン」の

考
かんが

え方
かた

や取
とり

組
くみ

について，誰
だれ

にでも内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できるよう，

わかりやすくまとめて紹
しょう

介
かい

するために作
さく

成
せい

しました。

作
さく

成
せい

の際
さい

には，漢
かん

字
じ

にルビをふるだけでなく，

難
むずか

しい言
こと

葉
ば

をわかりやすく言
い

いかえたり，イラストも合
あ

わせて使
し

用
よう

することで，

誰
だれ

にでもわかりやすいものとしました。



この計
け い

画
か く

について

計
けい

画
かく

の期
き

間
かん

計
けい

画
かく

をつくった意
い

味
み

この計
けい

画
かく

は，障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も

すべての人
ひと

が，お互
たが

いをわかりあい，

一
いっ

緒
しょ

に協
きょう

力
りょく

して暮
く

らすことができる

京
きょう

都
と

市
し

をつくるために作
つく

りました。

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

」という法
ほう

律
りつ

では，

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

して，正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく，

障
しょう

害
がい

があることで差
さ

別
べつ

することを

禁
きん

止
し

しています。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から，社
しゃ

会
かい

の中
なか

で

困
こま

っていることを伝
つた

えられたときに，

負
ふ

担
たん

が重
おも

すぎない範
はん

囲
い

で対
たい

応
おう

することも

求
たい

められています。

京
きょう

都
と

市
し

では，今
いま

まで，障
しょう

害
がい

のある人
ひと

を

手
て

助
だす

けするため，福
ふく

祉
し

サービスのこと，

健
けん

康
こう

に暮
く

らすこと，働
はたら

くことなど，

たくさんの取
とり

組
くみ

を行
おこな

ってきました。

この新
あたら

しい計
けい

画
かく

をつくることで，すべての

人
ひと

が暮
く

らしやすい京
きょう

都
と

市
し

を目
め

指
ざ

します。

この計
けい

画
かく

は，平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

（2018年
ねん

度
ど

）

から平
へい

成
せい

35年
ねん

度
ど

（2023年
ねん

度
ど

）までの

6年
ねん

間
かん

に取
と

り組
く

むことが書
か

かれています。
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この計
け い

画
か く

の考
かんが

え方
か た

一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

なこと 計
けい

画
かく

の取
とり

組
くみ

を進
すす

める考
かんが

え方
かた

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も，すべての人
ひと

が

お互
たが

いをわかりあい，一
いっ

緒
しょ

に協
きょう

力
りょく

して

暮
く

らすことができる京
きょう

都
と

市
し

をみんなで

つくります。

このような京
きょう

都
と

市
し

をつくるために，次
つぎ

の5つの

考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて，取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❶障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にわかりやすく情
じょう

報
ほう

を

　伝
つた

えたり，障
しょう

害
がい

についての正
ただ

しい知
ち

識
しき

を

　市
し

民
みん

に広
ひろ

めたりして，障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が

　暮
く

らしやすいまちをつくります。

❷障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で，

　自
じ

分
ぶん

らしく暮
く

らすことができるようにします。

❸障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，安
あん

心
しん

して安
あん

全
ぜん

に

　暮
く

らすことができるようにします。

❹障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，「こんな生
せい

活
かつ

をしたい」，

　「働
はたら

きたい」という思
おも

いや願
ねが

いを

　もてるようにします。

❺障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもたちが，

　必
ひつ

要
よう

な手
て

助
だす

けを受
う

けながら，

　障
しょう

害
がい

のない子
こ

どもたちと一
いっ

緒
しょ

に学
まな

び

　成
せい

長
ちょう

することができるようにします。
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この計
け い

画
か く

で取
と

り組
く

むこと

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にわかりやすく情
じょう

報
ほう

を

伝
つた

えたり，障
しょう

害
がい

についての正
ただ

しい知
ち

識
しき

を

市
し

民
みん

に広
ひろ

めたりして，障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が

暮
く

らしやすいまちをつくります。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，安
あん

心
しん

して安
あん

全
ぜん

に

暮
く

らすことができるようにします。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，

住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で，自
じ

分
ぶん

らしく

暮
く

らすことができるようにします。

差
さ

別
べつ

をなくす取
とり

組
くみ

をもっと進
すす

めます。

みなさんや家
か

族
ぞく

が，困
こま

ったことを

相
そう

談
だん

しやすくします。

みなさんが情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めやすくする取
とり

組
くみ

を

もっと進
すす

めます。

障
しょう

害
がい

のもとになる病
びょう

気
き

やケガを防
ふせ

ぐ

取
とり

組
くみ

をします。

こころの病
びょう

気
き

の人
ひと

や家
か

族
ぞく

の人
ひと

の暮
く

らしを

手
て

助
だす

けします。

難
なん

病
びょう

の人
ひと

や家
か

族
ぞく

の人
ひと

の暮
く

らしを

手
て

助
だす

けします。

住
す

むところや道
どう

路
ろ

や建
たて

物
もの

を使
つか

いやすく

したり，電
でん

車
しゃ

やバスなどの乗
の

り物
もの

を

乗
の

りやすくします。

地
じ

震
しん

や台
たい

風
ふう

などの災
さい

害
がい

が起
お

こったときに，

みなさんに合
あ

った手
て

助
だす

けができるように，

日
ひ

頃
ごろ

から準
じゅん

備
び

をしておきます。

いやなことを言
い

われたり，無
む

視
し

されたり，

たたかれるといった虐
ぎゃく

待
たい

をなくします。

自
じ

分
ぶん

で決
き

めることが難
むずか

しい人
ひと

への

手
て

助
だす

けの取
とり

組
くみ

をもっと進
すす

めます。

福
ふく

祉
し

サービスの内
ない

容
よう

がもっと良
よ

くなる

ようにしていきます。

みなさんが，自
じ

分
ぶん

らしく暮
く

らせる

手
て

助
だす

けをします。

みなさんが困
こま

ったときに，地
ち

域
いき

の人
ひと

が

手
て

助
だす

けできる仕
し

組
く

みを考
かんが

えます。
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障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が，

「こんな生
せい

活
かつ

をしたい」，「働
はたら

きたい」

という思
おも

いや願
ねが

いをもてるようにします。

障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもたちが，

必
ひつ

要
よう

な手
て

助
だす

けを受
う

けながら，

障
しょう

害
がい

のない子
こ

どもたちと一
いっ

緒
しょ

に学
まな

び

成
せい

長
ちょう

することができるようにします。みなさんが，やりたいことを見
み

つけ，

それを楽
たの

しむ手
て

助
だす

けをします。

みなさんが，芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

やスポーツを

楽
たの

しめるようにします。

みなさんが，働
はたら

くことができるように，

会
かい

社
しゃ

や市
し

役
やく

所
しょ

，地
ち

域
いき

の人
ひと

みんなで

応
おう

援
えん

します。

専
せん

門
もん

の人
ひと

たちが協
きょう

力
りょく

して，

障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもたちの手
て

助
だす

けをします。

重
おも

い障
しょう

害
がい

や病
びょう

気
き

になっている

子
こ

どもたちが，安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるように

取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

家
いえ

の近
ちか

くで子
こ

どものことを相
そう

談
だん

をしたり，

手
て

助
だす

けを受
う

けられるようにします。

障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもも，障
しょう

害
がい

のない子
こ

どもも，

一
いっ

緒
しょ

に学
まな

び育
そだ

つよう，学
がっ

校
こう

や教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

，

市
し

役
やく

所
しょ

などが協
きょう

力
りょく

して取
とり

組
くみ

をすすめます。

04



この計
け い

画
か く

の目
も く

標
ひょう

平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

が終
お

わるまでに達
たっ

成
せい

する目
もく

標
ひょう

今
いま

の様
よう

子
す

新
あたら

しい目
もく

標
ひょう

入
にゅう

所
しょ

している施
し

設
せつ

から地
ち

域
いき

へ戻
もど

った人
ひと

の数
かず

14人
にん

45人
にん

以
い

上
じょう

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が短
みじか

い期
き

間
かん

で退
たい

院
いん

できる割
わり

合
あい

3ヶ月
げつ

で退
たい

院
いん

できる割
わり

合
あい

65％ 69％以
い

上
じょう

6ヶ月
げつ

で退
たい

院
いん

できる割
わり

合
あい

ー 84％以
い

上
じょう

1年
ねん

で退
たい

院
いん

できる割
わり

合
あい

91.8％ 90％以
い

上
じょう

一
いっ

般
ぱん

の会
かい

社
しゃ

で働
はたら

く障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の数
かず

162人
にん

243人
にん

以
い

上
じょう

重
おも

い障
しょう

害
がい

や病
びょう

気
き

の子
こ

どもが通
かよ

う場
ば

所
しょ

の数
かず

4箇
か

所
しょ

4箇
か

所
しょ

以
い

上
じょう

病
びょう

気
き

で手
て

助
だす

けが必
ひつ

要
よう

な子
こ

どもを支
ささ

えるための話
はな

し合
あ

いの場
ば

をつくる
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この計
け い

画
か く

を進
す す

めるために

この計
けい

画
かく

に書
か

かれた取
とり

組
くみ

を，きちんと

進
すす

めるために，市
し

役
やく

所
しょ

，障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

や，

福
ふく

祉
し

サービスをする人
ひと

など，

いろいろな人
ひと

が集
あつ

まって，取
とり

組
くみ

を点
てん

検
けん

します。
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はぐくみ支
ささ

え合
あ

うまち・京
きょう

都
と

ほほえみプラン　わかりやすい版
ば ん

〜京
きょう

都
と

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

・第
だい

5 期
き

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

・第
だい

1 期
き

障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

〜

平
へい

成
せい

30 年
ねん

（2018 年
ねん

）3月
がつ

発
はっ

行
こう

京
きょう

都
と

市
し

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

局
きょく

障
しょう

害
がい

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

推
すい

進
しん

室
しつ

〒604-8006
京
きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

河
かわ ら

原町
まち

通
どおり

御
お

池
いけ

下
さが

る下
しも

丸
まる

屋
や

町
ちょう

394番
ばん

地
ち

　Y
わい

・J
じぇい

・K
けい

ビル3階
かい

電
でん

話
わ

　075-222-4161　F
ふぁっくす

AX　075-251-2940

京
きょう

都
と

市
し

子
こ

ども若
わか

者
もの

はぐくみ局
きょく

子
こ

ども若
わか

者
もの

未
み

来
らい

部
ぶ

子
こ

ども家
か

庭
てい

支
し

援
えん

課
か

〒604-8171
京
きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

烏
からすま

丸通
どおり

御
お

池
いけ

下
さが

る虎
とら

屋
や

町
ちょう

566番
ばん

地
ち

1
井
い

門
もん

明
めい

治
じ

安
やす

田
だ

生
せい

命
めい

ビル2階
かい

電
でん

話
わ

　075-746-7625　F
ふぁっくす

AX　075-251-1133
京
きょう

都
と

市
し

印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

　第
だい

293247号
ごう

ほほえみ広
ひろ

場
ば

マスコットキャラクター

エミー


